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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 

本研究は、実行系機能の脳内メカニズムの解明という難問に取り組むものであるが、現時点で既に幾

つか重要な成果を公表しており、研究は順調に進展していると言える。特に、局所神経回路レベルの研

究において、プラスミド注入による標識化技術の確立により神経活動データの組織的解析を可能にした

こと、また、実行系機能の中枢の同定によってラットを動物モデルとして用いる可能性を示したことは、

高く評価できる。さらに、領域間神経回路レベルの研究において、TMS（経頭蓋磁気刺激）による機能

阻害法を課題遂行中のサルに適用したことも、新たな手法の創出として高く評価できる。 
以上のことから、本研究は、期待どおりの成果が見込まれる進捗状況にあると判断できる。 

 
【平成３０年度 検証結果】 
検証結果  当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 

本研究では、単一ニューロン電気穿孔法の開発とそれによる作業記憶関連ニューロン

の組織学的同定、作業記憶に関わる神経回路動態及び各脳領域の役割の解明を成し遂げ

るとともに、行動中のサルを用いた実験により意欲制御や推論機能に関与する前頭連合

野の神経的基盤の存在を示唆することができた。 
これらの成果は数多くの国際的学術雑誌上などにて公表（近刊を含む）され、新たな

研究手法開発と実行系脳内メカニズム解明の双方に大きく貢献したことは、高く評価で

きる。 
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